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2021年 10月 23日
年間第 30主日

菊地功大司教 メッセージ

マルコ福音は、バルティマイの目が癒やされた奇跡物語を記しています。病気の治癒の
奇跡であるこの物語には、実はイエスによる二つの｢治す業｣が記されています。

一つは当然、バルティマイの不自由だった目が癒やされ、見えるようになったという｢治
す業」であります。もう一つは、そこに集まった大勢の群衆の心を、助けを求める人の
叫びに無関心な心から、希望を生み出すかかわりの心へと｢治す業」であります。

バルティマイが叫び声を上げたときに、群衆は｢叱りつけて黙らせようとした」と福音は
記します。すなわち助けを求める人の声を押さえ込み、その存在を見えない者とした行
動であります。その群衆は、福音の後半で、バルティマイに対して、「安心しなさい。立
ちなさい。お呼びだ」と声をかけるようになります。助けを求める人の声を押さえ込み
その存在を無視しようとした群衆の無関心の心は、励ましを与える配慮に満ちた関わり
の心へと変えられ、バルティマイに生きる希望を生み出しました。群衆の心を変えたの
は、イエスの一言です。「他の誰でもない。あの男を呼んで来なさい」。すなわち、いの
ちの与え主である主にとって、今大切なのは助けを求めているバルティマイをおいて他
にはいないと、群衆に心を向けるようにと語られました。

マルコ福音のこの奇跡物語は、すべてのいのちを守ろうとする創造主が、わたしたちに
求めている互いの関係性を明確にします。確かに具体的に病気を治すようないつくしみ
の行為は大切ですが、それは同時に、助けを求めているいのちが、自ら立ち上がって生
きる希望を見いだすために、その存在を認め励ますような関わりをすることも重要であ
ることを教えています。

10 月の最後から二番目の主日は、世界宣教の日と定められています。この日は、すべて
のキリスト者が宣教の心を呼び起こし、世界の福音化のために、霊的物的な援助をする
ことを目的としています。教皇庁の福音宣教省には世界各地の教会活動を支援する部署
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が設けられ、世界宣教の日の献金がそのために使われています。

今年のテーマは、使徒言行録から、「わたしたちは、見たことや聞いたことを話さないで
はいられないのです」（使徒言行録 4・20）とされており、教皇様はメッセージを発表さ
れています。

教皇様はメッセージで、「神の愛の力を経験したとき、個人や共同体の生活の中で御父の
存在に気づかされたとき、わたしたちは、見たことや聞いたことを告げ、分かち合わず
にはいられません」と記し、その上で、「福音宣教の道のりは、どこにいようとも一人ひ
とりを呼び出し、友としての対話をしたいと望んでおられる主を熱心に探し求めること
から」始まると記しています。まさしく、群衆の中からバルティマイを見いだし、声を
かけ、その行為を通じて多くの人の回心をもたらし、「安心しなさい。立ちなさい。お呼
びだ。」といのちの希望を生み出す言葉をかける人へと変えてくださった主イエスが、わ
たしたちに従うべき生き方を示しておられます。

教皇様は、パンデミックという状況が分断と孤立化を深め、「わたしたちは落胆し、幻滅
し、疲労し、希望を奪うあきらめの気持ちに、視野が遮られてしまったのです」と指摘
します。しかし、「希望のことばは、そのことばにふれるがままでいる人にあらゆる決定
論を打ち破らせ、自由と立ち上がるために必要な勇気を贈ります」とも指摘します。わ
たしたちも、希望を生み出すいのちの言葉を語る者となりましょう。助けを求める人た
ちに心を向ける者となりましょう。関わりの中で、「安心しなさい。立ちなさい。お呼び
だ」と声をかける者となりましょう。


